
平 成 ２ ２ 年 度 第 ２ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝１～伝14

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝15～伝28

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝29～伝42

デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝43～伝55

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝56～伝70

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝71～伝74

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 通信電力

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、情報通信装置に給電する方式について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

直流供給方式は、商用の交流電力を直流電力に変換する整流器と、商用停電時の予備エネ

ルギー源である蓄電池を介した直流出力電圧を情報通信装置が要求する変動許容範囲内に

(ア) する電圧 (ア) 器から構成される整流装置を用いて、情報通信装置に所要の直

流電力を供給する。蓄電池は、一般に、 (イ) 方式により充電される。 (イ) 方式は、

充電された蓄電池を昼夜連続して自己放電を補う程度の微小電流で (ウ) しながら、同時

に情報通信装置に電力を供給するものである。直流供給方式は、直流出力電圧の調整により整

流装置の並列運転が容易であり、複雑な制御を必要としないため、一般に、交流供給方式と比

較して信頼性が高い。

一方、交流供給方式は、商用の交流電力を整流器でいったん直流電力に変換し、蓄電池を組

み合わせた後、さらに情報通信装置が要求する特性の交流電力に変換する電力変換回路を用い

た (エ) 形交流電源装置により、情報通信装置に所要の交流電力を供給する。交流供給方

式は、多くの場合、商用電源と同期運転することによって安定した電力供給を確保するものと

なっている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 昇 圧 ② 均等充電 ③ 補 償 ④ 部分フロート充電

⑤ 回 転 ⑥ 降 圧 ⑦ 回復充電 ⑧ 補充電

⑨ 共 振 ⑩ 交互充放電 ⑪ 静 止 ⑫ 全フロート充電

⑬ 回生充電 ⑭ 維持充電 ⑮ 冗 長 ⑯ 変 成
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

分散給電方式の特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 分散給電方式における整流装置は、高周波スイッチング技術の採用に加え、集中給電方式

における整流装置と比較して、一般に、各装置の定格容量の低減などによる装置自体の小型

・軽量化が図られることから、増設工事が柔軟に行える。

Ｂ 分散給電方式において、通信機械室へ新たに直流マイナス４８Ｖを給電する場合、電力

室と通信機械室との間の電力配線は、一般に、アルミ導帯が用いられるため、集中給電方式

と比較して、施工性の向上が図られている。

Ｃ 分散給電方式における直流相互応援方式では、一般に、長時間保持用の蓄電池は情報通信

装置の近傍に設置され、短時間保持用の蓄電池は電力室に設置される。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光アクセス装置などへの給電方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① 電気通信事業者がユーザ宅内に設置するＯＮＵなどの光アクセス装置が商用電源

を受電している場合、商用電源が停電した時にも最低限の基本サービスの提供を継

続するためのバックアップ用電源として、蓄電池などを装置個々に必ず設置してい

る。

② アクセス回線がメタリックケーブルである場合、ＤＳＵなどの回線終端装置に適

した電力を通信ビル内で作り、アクセス回線に電力を重畳してユーザ宅内に設置さ

れたＤＳＵなどの回線終端装置にリモート給電することができる。

③ アクセス回線が光ファイバケーブルである場合、一般に、光ファイバ自体は電力

伝送ができないため、電気通信事業者がユーザ宅内に設置する光アクセス装置には、

通信システムの信頼性を高めるために、バックアップ給電するための給電線が敷設

されている。

④ ＦＴＴＨサービスにおいて、ユーザ宅内に設置されるＯＮＵは、リモート給電方

式を採用している。
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(４) 自立電源方式に関する次の問いの 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれ

の解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 自立電源方式の特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) で

ある。

<(キ)の解答群>

① 通信用電源の一次エネルギー源を、商用電源に依存せず、他の独立した発電機能

を持つ電源から得る方式は、自立電源方式といわれる。

② 自立電源方式は、主として山頂、山間部、離島など、商用電源を受電することが

難しい地域において採用されている。

③ ディーゼル機関発電方式において、電力供給の安定性を確保するために、２台の

常用ディーゼル機関発電装置を設置し、一定の周期ごとに切替運転する方式でシス

テムを構成する場合がある。

④ ガスタービン機関発電方式は、ディーゼル機関発電方式と比較して、一般に、小

型・軽量化が図られ、かつ、冷却水を必要としないため、自立電源における内燃機

関発電方式の中では最も広く用いられている。

⑤ 太陽光発電方式により直流入力の通信設備に電力を供給する場合、日照時間帯は、

太陽電池が出力する直流電力で蓄電池を充電しながら通信設備に電力を供給し、夜

間など太陽光エネルギーが得られない時間帯は、蓄電池に蓄えられたエネルギーに

より通信設備に電力を供給する。

(ⅱ) 自立電源方式におけるハイブリッドシステムの特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ 内燃機関発電方式と風力発電方式のハイブリッドシステムにおいて、風車用蓄電池の容量

が小さ過ぎる場合、風車用蓄電池の容量を適正容量とした場合と比較して、蓄電池の充放電

サイクル回数は増加し、内燃機関発電装置の起動回数と燃料消費量は減少する。

Ｂ 太陽光発電方式と風力発電方式のハイブリッドシステムは、日射量と風量がそれぞれ補完

して、経済的に安定した電力を確保できるため、通信用電源として広く用いられている。

Ｃ 内燃機関発電方式と太陽光発電方式のハイブリッドシステムにおいて、それぞれの容量選

定に当たっては、利用する日射量とこれに対する太陽電池パネルの創設コスト、燃料補給に

かかるコストなどを比較検討する必要がある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 交流供給方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、インバータ回路の動作原理について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

図１及び図２はインバータ回路の構成及び動作原理を示したものである。直流電源Ｅ１ 、Ｅ２

(電圧の大きさはいずれもＥとする)、電子スイッチＳ１ 、Ｓ２ 及び交流出力端子Ｏ－Ｐ間に接

続した負荷Ｚによって (ア) 回路を構成する。電子スイッチＳ１ 及びＳ２ の開閉により、

負荷Ｚに電流ｉ１ 及びｉ２ を交互に流す。負荷Ｚに加わる交流電圧の振幅はＥに等しく、電圧

が加わる時間γは電子スイッチＳ１ 及びＳ２ の (イ) 期間に対応する。電子スイッチＳ １

及びＳ２ の開閉周期を変化させると交流電圧の (ウ) が変化し、また、開時間と閉時間の

比率を変化させると交流電圧の実効値が変化する。一般に、インバータ回路の出力端子Ｏ－Ｐ

間には変圧器が挿入され、この変圧器の一次側と (エ) 電圧が負荷に供給される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 最大値 ② 加極性の ③ ブリッジ ④ 開いている

⑤ 動いている ⑥ パラレル ⑦ 平均値 ⑧ 絶縁された

⑨ 閉じている ⑩ 減極性の ⑪ 周波数 ⑫ ゼロレベル

⑬ 逆相の ⑭ シリアル ⑮ バイパス ⑯ チャタリングしている

Ｓ１

Ｓ２

Ｅ１

Ｅ２

Ｚ

ｉ１

ｉ２

ＰＯ

図 １

Ｓ１

Ｓ２

０

Ｅ

－Ｅ

γ

γ

γ

ＯＮ ＯＮ

ＯＮ ＯＮ ＯＮＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ

γ γ

図 ２
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インバータの回路の特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 直列インバータ回路は、負荷、リアクトル及びキャパシタで構成される直列共振回路の共

振周波数と電子スイッチのスイッチング周波数を合わせることにより、ほぼ正弦波に近い交

流出力が得られる。

Ｂ ブリッジインバータ回路は、電子スイッチに直流入力電源の電圧よりも高い電圧が印加さ

れないという特徴があり、一般に、直列インバータ回路と比較して、必要とされる直流電圧

が高い場合に使用される。

Ｃ プッシュプルインバータ回路は、センタタップ付トランスの二つの二次巻線のそれぞれに

接続された電子スイッチを交互に開閉させることにより、トランスの一次巻線に交流電圧を

誘起させて、その電力を負荷に供給する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

常時インバータ給電方式の特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① バイパスあり常時インバータ給電方式において、負荷電流が過渡的若しくは継続

的に定格を超えた場合、ＵＰＳはバイパス運転状態に切り換わり、負荷は商用電源

からバイパスを通して一時的に給電される場合がある。

② 独立運転方式は、インバータを商用電源と非同期で運転できるため、入力側の商

用周波数と負荷側の要求する周波数が異なる場合にも適用できる。

③ 独立運転方式は、一般に、インバータがバイパス回路を持たないため、インバー

タの予備器構成が同じである場合、商用同期方式よりも給電システムとしての信頼

性は高い。

④ 商用同期方式において、商用電源が停電した場合、インバータは蓄電池駆動に切

り換わり、瞬断を伴うことなく負荷への電力供給を継続する。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

常時商用給電方式の特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) で

ある。ただし、商用停電には、長時間の停電のほか、許容範囲を外れた瞬断や瞬時電圧低下を

含むものとする。

<(キ)の解答群>

① 常時商用給電方式では、商用停電時に、蓄電池を駆動源としてインバータを運転

し、負荷への電力供給を行う。

② 平常時にインバータを停止させるインバータ停止待機方式は、平常時にインバー

タを無負荷運転するインバータ運転待機方式と比較して、平常時の電力損失は少な

い。

③ インバータ運転待機方式は、インバータを常時運転して負荷に給電し、インバー

タ故障に備えて商用系統を常時待機させておく方式である。

④ 並列供給方式は、平常時にはインバータを商用電源と同期をとりながら運転して

インバータと商用電源で負荷を分担しており、一方が給電できなくなった場合に、

他方が全負荷を担う方式であり、インバータ運転待機方式と比較して、給電システ

ムとしての信頼性は高い。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インバータ回路の出力電圧波形の正弦波化技術について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ 交流負荷が要求する電圧波形は一般に正弦波であるため、インバータ回路が出力する矩形
く

波を正弦波に近づけるために正弦波フィルタが必要となる。正弦波フィルタを簡素化、小型

化するため、インバータの出力電圧波形そのものを矩形波から正弦波に近づける目的で、多

重化インバータやＰＷＭインバータが用いられる。

Ｂ 多重化インバータは、複数のインバータユニットの出力回路を並列に接続し、かつ、各イ

ンバータユニットの出力電圧に位相差を持たせて重畳することにより、インバータの総合出

力電圧波形を正弦波に近づける方式であり、構成するインバータユニットの数が多いほど総

合出力電圧波形は正弦波に近づく。

Ｃ ＰＷＭインバータは、インバータ回路とローパスフィルタにより構成され、ローパスフィ

ルタの出力電圧波形が正弦波に近づくように、インバータ回路が出力するパルスの幅を制御

する。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ ＵＰＳに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、大容量のＵＰＳシステムの冗長構成について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

情報処理システムの大規模化に伴い、大容量の電源装置が必要となっている。大容量のＵＰＳ

システムを構築するためには、複数台のＵＰＳユニットを並列運転する方法が一般的である。

ＵＰＳユニットの並列運転では、ＵＰＳユニット間で横流が発生しないように電圧、周波数

及び (ア) を一致させる必要がある。

ＵＰＳシステムは、信頼度の面から、一般に、負荷容量見合いの必要ＵＰＳユニット数を

Ｎとして、 (イ) 台のＵＰＳユニットで構成される並列冗長方式が採用される。運転中に

ＵＰＳユニットが故障した場合、残りの健全なＵＰＳユニットによる電力供給に支障を来たす

前に故障ユニットを切り離す必要があり、これを (ウ) という。

並列冗長方式のうち、バイパスありの (エ) 方式では、負荷容量に対する余裕台数を超

えるＵＰＳユニットが故障した場合、商用バイパス回路が正常であれば、自動的に無瞬断で商

用バイパス回路に切り替わり、負荷への電力供給を継続する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 負荷率 ② 共通予備 ③ 電 流 ④ 選択遮断

⑤ 商用同期 ⑥ 非常停止 ⑦ 緊急遮断 ⑧ 位 相

⑨ 緊急停止 ⑩ 常時商用給電 ⑪ 直列冗長 ⑫ 力 率

⑬ Ｎ＋１ ⑭ Ｎ＋２ ⑮ ２Ｎ ⑯ ２Ｎ＋１



伝63

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

大・中容量ＵＰＳの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。ただし、中容量

ＵＰＳは定格容量が概ね数十kＶＡ程度のもの、大容量ＵＰＳは定格容量が概ね数百kＶＡ

以上のものとする。

Ａ 大容量ＵＰＳで停電保証時間が長い場合には、ＵＰＳの整流器部の定格容量を低減させる

ために、蓄電池の充電器を別に設け、直流スイッチを介して蓄電池をインバータ入力側に接

続する方式が採用される場合がある。

Ｂ 大容量ＵＰＳでＵＰＳから負荷装置までの配線長が長い場合には、この配線区間の電力損

失を低減させるために、ＵＰＳの交流出力電圧を高くし、負荷装置の手前で変圧器によって

降圧して負荷装置に給電する方法が採用される場合がある。

Ｃ 中容量ＵＰＳは、出力電圧、出力電流容量、バックアップ対応時間などの仕様諸元が

ＪＩＳやＪＥＣによって規格化されており、一般に、１キャビネットタイプの構成をとって

いる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

小容量汎用ＵＰＳの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。ただし、小容量

汎用ＵＰＳは入出力電圧がいずれも単相交流１００Ｖで、定格容量が概ね数kＶＡ以下の

ものとする。

Ａ 小容量汎用ＵＰＳは、一般に、定格で２時間程度の商用停電に対応するための蓄電池を内

蔵しているが、これ以上の長時間停電には対応できない。

Ｂ パーソナルコンピュータ(ＰＣ)を負荷とする小容量汎用ＵＰＳでは、商用停電時にＰＣに

停止指令を送り、ＰＣが正常に停止したかどうかを確認するための機能を装備したＵＰＳを

用いることによって、ＰＣを正常にシャットダウンさせることができる。

Ｃ 小容量汎用ＵＰＳは、装置・回路が小型化・簡略化されているため、一般に、商用バイパ

ス回路は装備されていない。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＰＳの商用バイパス回路と保守バイパス回路について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 保守バイパス回路を経由して商用電力を給電することにより、一般に、商用バイ

パス回路及び商用バイパス回路用切換スイッチを無電圧の状態にして点検すること

ができる。

② 保守バイパス回路は、電磁接触器や遮断器を用いて遠隔で制御することにより感

電や誤操作を防止している。

③ 商用バイパス回路への切換えにおいて、電磁接触器の切換えの際に生ずる瞬断時

間をサイリスタなどの半導体スイッチで短時間通電して無瞬断切換えを行う方式が

ある。

④ 個別に商用バイパス回路を有するＵＰＳユニットを複数台並列接続して、それぞ

れの切換スイッチを動作させることにより、商用バイパス回路への無瞬断切換えを

行う方式がある。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電源品質の評価指標などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 指定されたしきい値を下回る、電力系統のある地点における一時的な電圧低下は、

一般に、電圧ディップといわれる。

② 経済産業省が定める｢高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガ

イドライン｣によれば、６.６kＶ配電系統から概ね５０kＶＡを超える容量の電

力を受ける需要家は、高調波環境目標レベルとして、総合電圧ひずみ率を１０％

以下に維持するように対策を実施すべきことが規定されている。

③ 標準電圧が１００Ｖである場合、電気事業法及び同施行規則によって、電気事

業者は、その電気を供給する場所において、１００Ｖの上下１０Ｖを超えない

値に維持すべきことが規定されている。

④ 正弦波でない周期的な交流波形を含むひずみ波において、理想的な正弦波形と比

較したときのひずみの程度を表すために用いられるクレストファクタは、平均値に

対する実効値の比で表される。
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問４ 整流装置に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、整流装置の整流回路について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

整流回路とは、交流を直流に変換する回路のことであり、 (ア) ともいわれる。

一般に、交流入力１サイクルの間の整流出力電圧波形の繰返し回数は、 (イ) とい

われ、 (イ) が多いほど、整流出力電圧波形は直流に近くなり、交流入力電流波形は

(ウ) に近くなる。

通信用の整流装置では、直流出力電圧のリプルが雑音となって、通話品質に影響を与える場

合があるため、一般に、リプルの小さい整流回路を用いるとともに、平滑回路を付加している。

三相全波整流回路における整流出力電圧波形のリプルを抑制するには、入力基本波に対して、

高調波成分が最も大きな (エ) 高調波を抑制することなどが効果的な対策となる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 第２次 ② 同期振動数 ③ 周波数変換回路 ④ 順変換回路

⑤ 第３次 ⑥ 回生回路 ⑦ 極 数 ⑧ 正弦波

⑨ 第６次 ⑩ 逆変換回路 ⑪ のこぎり波 ⑫ 矩形波
く

⑬ 第７次 ⑭ 整流パルス数 ⑮ 三角波 ⑯ 角周波数

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

整流装置における入力高調波の抑制機能などについて述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ダイオードブリッジの直流出力側に平滑用コンデンサを挿入しただけの整流回路

では、一般に、入力電圧が正弦波形であっても、入力電流が尖塔状の波形となるこ
せん

とによって、多くの高調波成分が発生する。

② 抵抗挿入形やインダクタ挿入形など受動部品を用いた入力高調波電流の抑制方法

は、ひずみの低減効果が十分であるため、大容量の整流装置に多く採用されている。

③ 昇圧コンバータを用いた入力高調波電流の抑制方法では、交流入力側に昇圧チョ

ークコイルを挿入し、ＩＧＢＴなどの高周波スイッチング素子をパルス幅制御する

ことにより、整流・昇圧動作させている。

④ 装置自体に力率改善回路が内蔵されていない整流装置に対しては、整流装置の入

力側に、整流装置と並列にアクティブフィルタを接続して、入力高調波電流を補償

すると同時に力率を改善する方法がある。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

プッシュプルコンバータの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ プッシュプルコンバータは、逆位相で交互に動作する二つのスイッチング素子を用いてお

り、フォワードコンバータと比較して、変圧器の利用効率が高く、二次側では周波数が２倍

となるため、リアクトルを小さくできる。

Ｂ プッシュプルコンバータは、スイッチング素子の特性のバラツキによる変圧器の直流励磁

を防止する措置を考慮する必要がある。

Ｃ プッシュプルコンバータの変形回路のうち、フルブリッジコンバータは、ハーフブリッジ

コンバータと比較して、スイッチング素子に流れる電流が２倍となるため、小容量向きであ

る。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ブースタコンバータの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ブースタコンバータは、数Ｖの昇圧電圧を発生させ、それを入力電圧に重畳させること

により給電系の電圧を一定範囲内に維持するものである。

Ｂ 整流装置の出力停止などによる蓄電池の放電時には、ブースタコンバータの昇圧機能によ

って、蓄電池を昇圧開始電圧まで利用することが可能であり、蓄電池の利用率を高めること

ができる。

Ｃ 商用電源を正常に受電している定常時においては、ブースタコンバータを動作させると給

電効率が低下するため、ブースタコンバータを動作させずにバイパスダイオードを介して給

電する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＣ－ＤＣコンバータについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① スイッチング素子により、直流電圧をいったん交流電圧に変換し、トランジスタ

を用いて絶縁及び降圧又は昇圧を行い、再び電圧値が異なる直流電圧に変換する直

流電圧変換回路は、絶縁形ＤＣ－ＤＣコンバータといわれる。

② ＤＣ－ＤＣコンバータで用いられているＰＷＭ制御は、スイッチング素子のオン

時間を固定し、入力に応じて繰返し周波数を変化させる制御方式である。

③ ハーフブリッジコンバータ及びフルブリッジコンバータは、いずれも他励式

ＤＣ－ＤＣコンバータである。

④ フォワードコンバータ及びフライバックコンバータは、いずれも非絶縁形

ＤＣ－ＤＣコンバータである。
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問５ 電力設備などにおける防災対策に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電力設備などにおける防災対策の基本事項について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(２点×４＝８点)

台風、豪雨、地震などの自然災害や火災、設備事故などの人為災害が発生した状況において

も、可能な限り安定した電力供給を確保するために、 (ア) や蓄電池耐震枠などを用いて

機器・装置の損傷、転倒の防止を図る地震対策、難燃ケーブルや防火壁などを用いて燃焼、延

焼の防止を図る火災対策、土のうや水防板などを用いて暴風雨、洪水の侵入の防止を図る風水

害対策、さらには、非常用発電設備や (イ) を設置、配備して長時間停電、広域停電の防

止を図る電源対策などを体系的に実施している。

非常用発電設備により電力供給される負荷は、建築基準法や (ウ) で規定される防災用

と、需要家が設備を運用するために必要に応じて自主的に設定した (エ) 用に区分される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 軟銅線 ② フレキシブル導帯 ③ 災害救助法 ④ 消 防

⑤ 非常用電話 ⑥ ケーブルラック ⑦ 移動電源車 ⑧ 避 難

⑨ 保 安 ⑩ 防災無線 ⑪ 鋼心ケーブル ⑫ 業 務

⑬ 可搬形交換機 ⑭ 災害対策基本法 ⑮ 電気事業法 ⑯ 消防法

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

受変電室の位置、構造などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 可燃性ガスや火山性有毒ガスにさらされるおそれのある場所にやむなく電力設備を設置し

ようとするときは、屋外設置を避けて屋内設置とする、各室、通路、出入り口などを気密性

の高い構造とするなどの配慮が必要である。

Ｂ 海抜ゼロメートルの地域に電力設備を設置しようとするときは、電力室は地下に設けず、

川水や海水の侵入などによる被害を受けないように配慮する必要がある。

Ｃ 受変電室は、取扱者以外の者が立ち入らないような構造とした場合を除き、防火構造又は

耐火構造とし、不燃材料で造った壁、柱、床及び天井に区画し、かつ、窓及び出入口には甲

種防火戸又は乙種防火戸(いずれも建築基準法で定められた要件を満たす不燃性材料で作ら

れた防火用の扉)を設置する必要がある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 図は、自家用発電設備から整流装置負荷設備(通信用)及び電動機負荷設備(空調用及び防災用)

へ電力を供給する系統、並びに非常用蓄電池から非常用照明機器へ電力を供給する系統を示した

ものであり、(ⅰ)～(ⅲ)の文章は、以下に示す条件に基づき、予備電源設備の必要容量などを算

出した結果について述べたものである。文章中の 内の(カ)～(ク)に最も適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×３＝９点)

(条件)

ⓐ 整流装置負荷設備(通信用) ：

設備容量kＷ 効率％ 定格力率％ 台数台

７.５ ９０ ９０ ２

５０ ９２ ９７ １

ⓑ 電動機負荷設備(空調用及び防災用) ：

設備容量kＷ 効率％ 定格力率％ 台数台

１０ ８５ ８０ ３

ⓒ 発電機の定格力率 ： ８０％

ⓓ 発電機の定格出力 ： ２００kＶＡ

ⓔ 発電機の効率 ： ９０％

ⓕ メートル馬力の換算係数 ： １ＰＳ＝０.７３６kＷ

ⓖ 非常用蓄電池の型式・セル数 ： 鉛蓄電池 ＭＳＥ型 ５４セル

ⓗ 非常用蓄電池の使用温度 ： ２５℃

ⓘ 非常用蓄電池の放電電流 ： １００Ａ

ⓙ 非常用蓄電池の放電時間 ： ２０分

ⓚ 非常用蓄電池の放電終止電圧 ： ９０Ｖ

ⓛ 非常用蓄電池の保守率 ： ８０％

ⓜ 非常用蓄電池の容量換算時間(Ｋ値) ： (単位はｈ)

許容最低電圧Ｖ／セル

１.５７ １.６７ １.７６

１０ ０.５２ ０.５８ ０.６９

放電時間分 ２０ ０.７３ ０.７９ ０.９４

３０ ０.９３ １.０１ １.１７

原動機 発電機

自家用発電設備

ＣＢ ＣＢ

ＣＢ

ＣＢ

ＣＢ

ＣＢ

ＣＢ

整流装置
(通信用)

ＣＢ

電動機
(空調用)

非常用
蓄電池

ＣＢ ＣＢ

予備電源設備

整流装置
(通信用)

整流装置
(通信用)

電動機
(空調用)

電動機
(防災用)

非常用
照明機器
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(ⅰ) 整流装置負荷設備(通信用)及び電動機負荷設備(空調用及び防災用)を全負荷で定常運転する

ために、自家用発電設備の発電機の必要容量は、 (カ) kＶＡである。ただし、計算に

当たっては、負荷設備の起動時の突入電流などの過大電流は考慮しないものとし、答えは、小

数第２位を四捨五入した値とする。

<(カ)の解答群>

① ７７.２ ② ９４.３ ③９６.０ ④ １１８.７

(ⅱ) 自家用発電設備の発電機を定格出力で定常運転するとき、自家用発電設備の原動機の出力は、

(キ) ＰＳである。ただし、計算に当たっては、負荷設備の起動時などの過大負荷は考

慮しないものとし、答えは、小数第２位を四捨五入した値とする。

<(キ)の解答群>

① １０６.０ ② １９５.６ ③ ２４１.５ ④ ３７７.４

(ⅲ) 非常用蓄電池の必要容量は、 (ク) Ａｈである。ただし、答えは、小数第２位を四捨

五入した値とする。

<(ク)の解答群>

① ７５.２ ② ９１.３ ③ ９８.８ ④ １１７.５



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


